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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
縦どじ挺苦ぱ掘寂育支化都市をめざす市昆生唇?壷

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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回
圖
Ⅷ
月
肥
日
（
日
）
午
後
３
時
開
場

陶
画
我
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子
市
民
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１

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
乃
・
１
歳
、
女
性
距
・
１
歳
（
平
成
３
年
）
と
今
や
世
界
一
の
長
寿
国

で
す
。
今
後
、
高
齢
化
は
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
豚
で
進
み
別
世
紀
に
は
国
民
４
人
に
１
人
が

閖
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化
社
会
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
〃
活
力
あ
る
福
祉
社
会
″
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
月
は
敬
老
月
間
。
そ
こ
で
現
在
、
市
が
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

す
。
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
高
齢
者
福
祉
課
Ⅱ

弓腫
Ｄ
属
．
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寝たきりのお年寄りも安心して入浴サービス

を受けられます(移動入浴車による入浴介謹）
１
．

く
ま
で
名
曲
の
数
々
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
鵡
日
（
且
午
後
３

時
開
場
、
４
時
開
演

▼
場
所
我
孫
子
市
民
会
館

▼
入
場
料
無
料

▼
出
演
東
京
フ
ィ
ル
〈
ｌ
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
、
指
揮
・
・
・
山
下
一
史
、

ピ
ア
ノ
・
・
・
海
老
彰
子

▼
演
奏
曲
目
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
〈
長
調
Ｋ
４
６

７
」
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
交
響
曲
第
３

市
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
と

共
催
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｆ
Ｍ
放
送
の
公

開
録
音
番
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
曲
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

秋
の
ひ
と
時
、
み
な
さ
ん
心
ゆ

現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
も
の
に

は
下
表
１
の
よ
う
な
も
の
や
在
宅

老
人
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
寝
た

き
り
老
人
・
痴
呆
性
老
人
短
期
保

謹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
移
動
入
浴

車
の
派
遣
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
高
齢
者
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
課
窓
口
で

は
、
閖
歳
以
上
の
方
に
「
長
寿
の
し

る
べ
」
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

零
零
奪
聯
争
奪
今
拶
奪
巻

号

､

キ
（
１
枚
１
人
）
の
往
信
裏
面
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
復
信
面
の
宛
名
を
明

記
し
、
、
月
２
日
（
金
・
必
着
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
乳

幼
児
の
ご
同
伴
は
、
お
断
り
い

た
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先
〒
２
６
０
干

葉
市
中
央
区
中
央
４
１
狸
Ｉ
型

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
「
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」
公
開
係

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

文
化
係
壷
弱
）
１
１
５
１

や
争
巻
争
奪
拶
零
奪
零
⑳
巻
⑬
琴
斡

番
」
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法
往
復

「
長
寿
の
し
る
べ
」
に
は
、
健
康

の
こ
と
や
暮
ら
し
の
こ
と
、
高
齢

者
福
祉
に
関
す
る
制
度
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
る
く
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
う
え

で
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
老
人
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
は
、

身
体
に
障
害
を
持
つ
お
年
寄
り
や

体
が
あ
ま
り
丈
夫
で
な
い
お
年
寄

り
な
ど
を
対
象
に
、
和
楽
園
で
生

活
指
導
や
日
常
生
活
訓
練
、
健
康

’0り′寛場い週をべ面少、ー竜。
14千い乳合。ま明電にガ ＃
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チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
基
本
事
業
を
行

う
ほ
か
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
給
食
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
。
多
く
の
方
が
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
中

型
バ
ス
や
ワ
ゴ
ン
車
で
利
用
者
の

自
宅
近
く
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
こ

の
車
に
は
リ
フ
ト
が
設
澄
さ
れ
て

お
り
、
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り

も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

▼
利
用
日
数
原
則
と
し
て
１
人

週
２
日
、
費
用
（
１
日
８
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
高
齢
者
福
祉
課

寝
た
き
り
老
人
・
痴
呆

性
老
人
短
期
保
護

常
時
ま
た
は
一
部
介
謹
を
必
要

と
す
る
寝
た
き
り
老
人
や
痴
ほ
う

性
老
人
を
介
謹
し
て
い
る
人
が
、

(表1）市で行っているサービス

事巣名’対象者 ’事業内容

乳酸菌
飲 料給付 独居老人の事故防止及び健康増進

65歳以上の病弱なひとり暮らしの人で安否
の確認が必要な場合

65歳以上の病弱なひとり暮らしの人（低所
緑者）

65歳以上で6か月以上寝たきりの人、又は
ひとり悪らしの人

毎年9月1日現在、市内に引き続き5か月
以上居住している、満77歳及び80歳以上の

|人

毎年9月1日現在、本市内に引き続き、5
か月以上居住している、満69歳から79歳ま
での人。（支給年齢の下限は4年度に69歳、
5年度に70歳へと引き上げます）

老人保健法による医療を受けられる人で、
年内に2か月以上継続して入院されたとき

65歳以上で、おおむね6か月寝たきりの人
（その他、唾度身体障害者等も対象）
5I歳以上のおおむね50人以上の会員を有す
るクラブ

65歳以上の寝たきり老人

１

老 人福祉
耐 話設榧

孤独感の解消。独居老人の事故防止及び相
談助言。

寝たきり老人
等日常生活用
具給付(貸与）

エアーマット、特殊寝台、その他日常生活
用具を給付(貸与)。生計中心者の課税状況
によって、負担額あり。

I

IE
，瞳

一

満77歳…1万円。満88歳…1万2千円。満
99歳．…2万円。満88歳及び満99歳を除く満
80歳以上の人･･･2,000円

可

敬老祝金支給

病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
え

な
い
理
由
で
一
時
的
に
介
謹
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
、
施
設
に
保
謹

し
、
お
世
話
を
す
る
制
度
で
す
。

▼
申
請
方
法
利
用
希
望
者
は
申

請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
診

断
書
（
所
定
様
式
）
を
添
付
し
て

高
齢
者
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
・
申
請
書
診
断
書
は
高
齢
者

福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
期
間
７
日
間
以
内
（
原
則
）

ｑ
入
所
施
設
及
び
費
用
．

敬老祝品支給 民生委貝を通して、祝品を支給

高齢者療養
見舞金支給 年1回、1万円を支給

理髪業者を派巡し在宅で理髪サービスを受
けていただきます。（年4回）

1クラブ年額2万円、1名につき年額1000
円をクラブへ交付

民生委員を通して、見舞品を支給

民生委貝を通して、色紙を贈呈

民生委員を通して、祝品を支給

月額1万1,250,円を介渡者に支給

理髪サ ービス

老人クラブ
活動助成金交付

寝たきり老人
見舞品 支給

結婚50周年
記念品 剛呈

ー

50周年を迎えられたご夫婦

80歳以上で県内居住者

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

を~て市史講演会にご参加敬老祝品支給

ねたき り又は

重度痴呆性老
人扶養者介護手当

65歳以上で6か月以上寝たきり、又は亜度
の痴呆症状が6か月以上継続している老人
を介睡している方

65歳以上のひとり暮らしの人で、身体上慢
性的な疾患などにより日常生活を営むうえ 『地域の歴史と民俗学』ひとり暮らし老人

等緊愈通報シス
テム事業(貸与）

緊急通報機器を貸与し、独居老人等の急病
等に際し、速やかな救助活動を行なう

で常時注意を要する人。もしくは寝たきり
老人又はこれに単ずる人を抱える商齢者の
みの世帯

老人保健法による医療を受けられる高齢者

福田アジオ氏

保険医療機関等に入院し、付添看瞳人を要
した場合でその支払金額が老人保健法によ
る支給韮準額を超えた時、その差額の一部
を助成。助成額1日につき2000円

我
孫
子
市
は
手
黄
沼
と
利
根

川
に
か
こ
ま
れ
た
古
い
歴
史
と

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
で
す
。

そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中

で
人
々
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を

営
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
市
史
識
演
会
は
「
地

域
の
歴
史
と
民
俗
学
」
と
題
し

て
、
特
に
民
俗
学
の
分
野
か
ら

我
孫
子
市
お
よ
び
手
黄
沼
・
利

根
川
周
辺
地
域
の
歴
史
と
文
化

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
ｎ
日
（
且
午
後

１
時
鋤
分
か
ら
３
時

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
入
場
料
無
料

▼
講
師
福
田
ア
ジ
オ
氏
（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
史
編
さ
ん
一

室
壷
（
弱
）
１
１
５
１

付添看渡料
差額肋成

社会福祉協議会窓(84)1539で行っているサービス
寝たきり老人用
紙おむつの給付 ’年4回紙オムツを支給。（1回につき100枚）

＊民生委員の確認が必要
65歳以上で6か月以上寝たきりの人

’’
恥
轆
峰
貸

璽
者
麦
付

高齢者及び唾度身体障害者(児)と6か月以上生計を同一にし、かつ扶養している者が居
住する住宅でその高齢者および障害者(卿の専用居室等を地改築する場合の貸付事業。
＊該当する商齢者は65幾以上。＊貸付限度額は、1件当たり100万円＊年利3パーセ

ン|､(据置期間あり）＊民生委員を通じて申購。 ’
I

下総基地 の 米 軍 機 使 用 絶 対 反 対，

一部介溌を

必要とする人

ひ
か
り
隣
保
館
老

人
ホ
ー
ム
（
柏
市
）

1日1400円

常時介謹を
必要とする人

特
別
謎
謹
老
人
ホ

ー
ム
「
久
遠
苑
」

（
日
秀
）
、
特
別
菱

謹
老
人
ホ
ー
ム

「
和
楽
圃
三
中
峠
）

1日1800円

対
象
者

施
設

宝
用
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、
月
１
日
現
在
で
、
就
業
構
造

基
本
調
査
、
商
業
統
計
調
査
、
商
業

実
態
基
本
調
査
の
３
つ
の
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
・
企
業
・
商

店
に
は
、
９
月
下
旬
か
ら
県
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
各
調
査
と
も
統
計
を
作

扣
月
１
日
実
施

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

市営住宅・日秀特別県営住宅

入居者募集Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
■
１
４
１
１
１
１
１
１
１
Ⅱ
１
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｄ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
１
８
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｆ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｄ
０
０
０
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｄ
Ⅱ
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
８
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１

‘&

1
市
営
住
宅
（
小
暮
、
束
我
孫
子

巳
都
部
、
日
秀
）
、
日
秀
特
別
県

営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
表
Ａ
の
と
お
り
。

▼
入
居
資
格

◎
市
営
住
宅

①
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方
。

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚

約
者
の
場
合
は
、
入
居
の
期
限
ま

で
に
婚
姻
を
し
た
旨
の
証
明
が
提

市
で
は
、
、
月
１
日
現
在
で
就

業
織
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
就
業
・

不
就
業
な
ど
の
実
態
を
把
握
し

て
雇
用
対
策
な
ど
の
行
政
の
基

礎
査
料
と
な
る
統
計
を
作
る
た
め

に
全
国
的
規
模
で
、
５
年
に
１
度

行
わ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
全
国
で
約
娼
万
世
帯
。

我
孫
子
市
で
は
、
約
２
５
０
～
３

る
た
め
だ
け
に
利
用
さ
れ
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
あ
り
の
ま

ま
を
記
入
し
て
く
だ
き
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

就
業
構
造基

本
調
査

出
さ
れ
、
同
居
で
き
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
方
）
。
た
だ
し
、
２
，
Ｋ

以
下
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
釦
歳

以
上
の
男
性
、
卵
歳
以
上
の
女
性

お
よ
び
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
身

体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
等
は
、
単
身
で
も
入
居

で
き
ま
す
。

③
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方
。

四
国
税
又
は
地
方
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
。

◎
日
秀
特
別
県
営
住
宅

商
業

統
計
調
査

商
業
実
態

一
墓
本
調
査

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
経
営
実

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
３
年
に
１
度
、

全
国
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
調

査
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
商
業
を
営
む
事
業
所

の
う
ち
、
飲
食
店
（
料
亭
、
バ
ー
、

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、

酒
場
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
除
く
）
に
該

当
す
る
事
業
所
を
調
査
し
ま
す
。

０
０
世
帯
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼表A募集内容

千
葉
県
内
に
６
か
月
以
上
居
住

し
、
同
居
も
し
く
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
お
り
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方
。

▼
入
居
資
格
収
入
基
準
表
Ｂ
お

よ
び
表
Ｃ
の
と
お
り
。

▼
募
集
期
間
、
月
１
日
（
木
）
か

ら
９
日
（
金
）
ま
で
。

▼
申
込
害
配
布
期
間
。
場
所
９

月
妬
日
（
水
）
か
ら
、
月
９
日
（
金
）

ま
で
。
厚
生
課
及
び
各
支
所
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
市
営
住
宅
の
申
し
込
み
に
必
要

態
を
明
ら
か
に
し
、
中
小
企
業
施

策
の
基
礎
査
料
を
得
る
た
め
、
６

年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
は
、
卸
売
、
小
売
業
に
属

す
る
事
業
を
経
営
す
る
企
業
や
商

店
（
代
理
商
、
仲
立
業
、
飲
食
店

を
除
く
）
・
こ
の
中
か
ら
通
商
産
業

大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て

行
わ
れ
我
孫
子
市
で
は
詔
の
企

業
や
商
店
が
調
査
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計
係

1
Ｉ
Ｉ
Ｌ

な
書
類

⑩
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
市
営
住
宅
入
居
調
書

⑧
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
、
本
籍
お
よ
び
筆
頭
者
記

載
の
も
、
た
だ
し
、
外
国
人
の
方

は
外
国
人
登
録
済
証
明
書
。

四
市
長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書

（
義
務
教
育
を
終
了
し
た
方
全
員
）

⑤
賛
貸
借
契
約
書
の
写
し
又
は
直

近
の
家
黄
の
領
収
書
の
写
し

⑥
健
康
保
険
被
保
険
者
証

そ
の
他
、
申
込
者
の
状
況
に
よ

っ
て
各
種
証
明
書
等
を
提
出
し
て

も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
県
営
住
宅
の
申
し
込
み
に
必
要

な
書
類

⑩
県
営
住
宅
入
居
調
書

そ
の
他
は
市
営
住
宅
に
準
じ
ま

す
。▼

入
居
可
能
日
市
営
住
宅
ｎ
月

１
日
、
県
営
住
宅
ｎ
月
中
旬

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
厚

生
課
社
会
係

▼表B給与所得者1人の場合の早見表（前年1年間の総収入金額です｡)

▼表c事業所得者1人の場合の早見表(前年1年間の必要経費控除後の所得金額です｡）

１
部
の
区
域
、
寿
一
丁
目
の
一
部
の

く
の
覧
鵜
霊
蕊
鍜
鵡

顔に
雌
州
鰯
汕
鱸
織
甑
鰄
一
戸

の
各
一
部
の
区
域
柴
崎
字
小
木

法
地
案
露
訓
融
蓉
趣
識

鮒
制
鱗
雛
撫
蝋
燃

都
生
決
鏑
鯉
峰
潔
搬

各
一
部
の
区
域
、
岡
発
戸
字
下
ヶ

市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
「
保
戸
前
、
実
光
作
、
台
畑
及
び
道
光

全
す
べ
き
腱
地
と
し
て
、
生
産
緑
地
の
各
一
部
の
区
域
、
都
部
字
広

地
法
に
基
づ
く
生
産
緑
地
と
し
て
畑
、
宿
通
新
道
及
び
鹿
島
脇
の

の
農
地
」
と
「
宅
地
化
す
る
艇
地
」
各
一
部
の
区
域
湖
北
台
九
丁
目

に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
の
一
部
の
区
域
中
峠
字
外
谷
津
、

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
産
緑
地
指
大
日
、
宿
通
上
北
、
亀
田
谷
、
上

走
に
関
す
る
意
向
調
査
を
行
っ
た
留
台
、
下
新
田
及
び
宿
通
下
北
の

結
果
、
こ
の
ほ
ど
決
定
の
案
が
ま
各
一
部
の
区
域
中
里
字
束
山
畑

と
ま
り
ま
し
た
。
及
び
別
当
地
の
各
一
部
の
区
域
、

そ
こ
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
古
戸
字
日
秀
前
の
一
部
の
区
域

蝿
年
法
律
第
１
０
０
号
）
第
Ⅳ
条
日
秀
字
観
音
前
及
び
ア
ザ
ミ
作
の

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
我
孫
子
各
一
部
の
区
域
、
新
木
字
君
作
、

都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
決
定
吾
妻
、
平
市
、
兎
尻
、
宮
ノ
脇
、

の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
セ
イ
シ
前
、
竹
ノ
内
、
宮
前
、
南
・

▼
都
市
計
画
の
種
類
我
孫
子
都
大
作
台
及
び
羽
黒
の
各
一
部
の
区

市
計
画
生
産
緑
地
地
区
域
、
新
木
野
一
丁
目
の
一
部
の
区

▼
都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域
、
新
木
野
二
丁
目
の
一
部
の
区

域
我
孫
子
市
根
戸
宇
根
切
北
域
、
布
佐
字
下
町
の
一
部
の
区
域

ノ
肉
新
堤
雨
久
保
及
び
堀
尻
並
び
に
布
佐
酉
町
の
一
部
の
区

の
各
一
部
の
区
域
、
合
田
一
丁
目
域
。

の
一
部
の
区
域
、
合
田
二
丁
目
の
▼
縦
覧
期
間
９
月
琿
日
（
水
）
か

一
部
の
区
域
、
台
田
三
丁
目
の
一
ら
鋤
日
（
水
）
ま
で

部
の
区
域
つ
く
し
野
一
丁
目
の
▼
縦
覧
場
所
。
問
い
合
わ
せ
都

一
部
の
区
域
、
並
木
五
丁
目
の
一
市
計
画
課
計
画
係

’

一

団地名

(所在地）

小暮

筒野山537-1

東我孫子B

東我孫子1－31

日秀

日秀132

都部

都部69

日秀特

日秀132

県
1

戸数

1種

1

1

1

2種

2

間取り

3 D K

3 D K

3K

2K

3K

家賀

(月額）

44,000円
1

48,000円

43,000円

11,500円

7,000円

29,100円

’

実用新案等

商品化案件募集
し応募対象

(1)すでに登録されている、あるい

は出願手続き中の特許または実用

新案であること。

②未だ商品化されていないもの。

(3)県民または県内に所在する企業

またはその従業員が所有する特許

または実用新案であること。

し応募締め切り10月31日(土）

※応蕊方法等詳しくは(財)千葉県

工業技掘辰興センター盃043(222）

6112へ

壼滿誓建
ぴ扶養規蝶数

第
二
種

第
一
種

総収入金額

総収入金額
秘
１
噸

0 人

(単身者）

2,207,999円

以 下

2,208,000円

1

3,591,999円

1人

2,707,999円

以下

2,708,000円
1

4,027,999円

2人

3,207,999円

以下

円
円
０
９
０
９
０
９

＆
’
３

０
６
２
４
０
１

３
４

3人

3,659,999円

以下

3,660,000円
1

4,903,999円

4人

4,095,999円

以下

円
円
０
９
０
９
０
９

６
１
１

９
３
０
３
↑
，

４
５

5人

4,531,999円

以下

4,532,000円
1

5,779,999円

圃別1覗目
ﾖ層及び扶養帆族数

第
二
種

第
一
種

耐¥金額

派号金額
秘
Ｉ
蝿

0 人

(単身者）

1,380,000円

以 下

1,380,001円

1

2,376,000円

1人

1,730,000円

以下

1,730,001円

1

2,726,000円

2人

2,080,000円

以下

2,080,001円
1

3,076,000円

3人

2,430,000円

以下

2,430,001円

1

3,426,000円

4人

2,780,000円

以下

円
円
１
０
０
０
０
０

肌
１
６

８
７
７
７
１
１
２
３

5人

3,130,000円

以下

3,130,001円
1

4,126,000円
｜

’

定例市議会日程

平成4年第3回市議会定例会は

9月8日(火)に開会されました。

9月16日以降の日程は次のとお

りです。

◎9月16日(水)、17日（木）市政

に対する一般質問

◎9月1,8日(金)総務企画常任委員

会、環境経済常任委員会

◎9月21日(月)文教民生常任委員

会、都市建設常任委貝会

◎9月22日(火)予算審査特別委員
今
云

◎9月24日(木)議会運営委員会、

委員長報告、討総採決、閉会

’問い合わせ市議会蕊務局
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「
日
本
の
子
供
た
ち
は
、
英
語

に
よ
る
寅
問
を
理
解
す
る
こ
と
が

苦
手
の
よ
う
な
の
で
、
授
業
で
は

ゲ
ー
ム
や
遊
び
を
取
り
入
れ
て
、

英
語
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
楽
し
く
教
え
た
い
で
す
ね
」

と
意
欲
的
に
語
る
。

語
学
指
導
助
手
制
度
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

は
、
外
国
語
教
育
の
充
実
や
地
域

で
の
国
際
化
を
進
め
る
た
め
、
自

治
省
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和

“
年
か
ら
進
め
て
い
る
も
の
。

市
で
は
レ
ガ
シ
ッ
ク
さ
ん
が
２

人
目
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

日
本
人
の
感
覚
で
は
な
く
、
国
際

的
な
発
想
に
よ
る
教
材
の
提
供
や

生
の
英
誇
（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ

ー
カ
ー
）
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
つ

■

恥ミリ映写機操作

講習会
‐

一
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
銅
（
恥
）
捨
恥
椎

魍
日
と本
の
ふ
れ
あ
を
い

求
め
て

ｎ
時
釦
分
、
午
後
１
時
～
３
時

8

市
で
は
、
蝿
ミ
リ
映
写
機
の
操

作
識
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
巧
ミ
リ
映
写

機
の
操
作
に
必
要
な
技
術
や
知
識

を
学
ぶ
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
方
が
識
習
を
修
了
さ
れ
て
お

り
、
子
供
会
や
地
域
活
動
な
ど
の

映
画
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

－

て
、
国
際
理
解
教
育
が
よ
り
進
む

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

出
身
は
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
。
ウ
オ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
エ

学
部
を
卒
業
し
、
カ
ナ
ダ
国
営
鉄

道
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て

い
た
昨
年
、
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
募
集
を

知
り
、
今
後
日
本
は
一
層
重
要
な

可

0

●

リ
ー
で
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
２
２
０
本
余
り
の
超
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
す
る
場

合
は
、
本
誰
習
会
の
修
了
証
が
な

い
と
原
則
的
に
利
用
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
誌
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
誰
習
会
の
修
了
証
は
全

国
で
通
用
し
ま
す
。

▼
日
程
、
月
西
日
（
金
）
、
画
日

（
土
）

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
午

後
３
時

▼
場
所
市
水
道
局
４
階
会
議
室

▼
受
講
料
無
料
（
昼
食
持
参
）

▼
定
員
各
日
巧
名
（
先
霜
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
日
、
超
ミ
リ
映
写

機
操
作
講
習
会
参
加
希
望
と
明
記

し
、
ｍ
月
５
日
（
月
、
必
着
）
ま
で

に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
云
（
理
１
１
５
１
へ

国
に
な
る
と
思
い
、
日
本
人
と
ふ

れ
あ
い
、
日
本
を
知
る
に
は
良
い

機
会
だ
と
応
募
し
た
ん
で
す
」
。

７
月
翠
日
に
来
日
し
、
来
年
７

月
ま
で
約
１
年
間
の
予
定
で
、
市

内
６
中
学
校
の
英
語
担
当
の
先
生

を
補
助
し
な
が
ら
、
２
人
で
チ
ｉ

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
。

灘義撫英語
l

ブﾗｲｱﾝ'し蹴豹ｸさん
僑野妙

鶴
１
日
マ
イ
カ
ー

こ
の
ほ
か
、
高
野
山
小
学
校

と
根
戸
小
学
校
の
英
語
ク
ラ
ブ

に
対
し
て
も
指
導
を
す
る
。

「
日
本
は
初
め
て
で
す
が
、

以
前
か
ら
日
本
人
は
丁
寧
で
親

し
み
や
す
い
国
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
食
は
納
豆
以
外

な
ら
何
で
も
食
べ
ま
す
が
、
特

に
す
し
は
大
好
き
で
す
。
ま
た
、

着
物
、
祭
り
、
瓦
屋
根
な
ど
を

見
る
と
日
本
独
特
の
文
化
や
歴

史
を
感
じ
て
い
い
で
す
ね
」

将
来
の
夢
は
「
大
使
館
な
ど

の
政
府
関
係
機
関
で
、
世
界
中

を
飛
び
ま
わ
る
国
際
的
な
仕
事

が
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
す
。

趣
味
は
３
歳
か
ら
始
め
た
ス

キ
ー
と
旅
行
。
諏
歳
。

胸
部
Ｘ
線
検
査
は
、
胸
の
い
ろ

い
ろ
な
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
社
等
で
検

査
を
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

下
表
の
日
程
で
胸
部
Ｘ
線
検
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
本
人
以
外
で
昭
和
蝿

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
に

は
受
診
整
理
券
（
受
診
当
日
必
ず

持
参
）
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
喫
煙
し
て
い
る

釦
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
た
ん

の
検
査
（
肺
が
ん
検
査
）
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
受

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
鋤
分
～

車
は
小
さ
な
故
障
で
も
、
そ
の

ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

安
全
運
転
の
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
の
点
検
・
整
備
が
大
切
で
す
。

公
民
館
で
は
、
「
一
日
マ
イ
カ
ー

点
検
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
、
月
６
日
（
火
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

結
核
健
康
診
断

r

▼結核健康診断日程表 ▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
対
象
市
内
在
住
で
運
転
免
許

証
を
持
っ
て
い
る
方

▼
内
容
自
動
車
の
仕
組
み
や
故

障
時
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
学
科

と
実
習

▼
定
員
知
名
（
先
着
題

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
９

月
型
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
電
話
で
中
央
公
民
館

壷
（
狸
）
０
５
１
５
へ

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
で
き
な
い
方
＊
妊
娠
中

ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
。
＊
職
場
や
学
校
で
受

診
し
た
方
ま
た
は
受
診
で
き
る
方
。

健
診
は

お
済
み
で
す
か

健
診
は
哩
月
ま
で
市
内
委
託
医

療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

に
な
っ
て
一
度
も
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
な
這
委
託
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
「
保
健
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
成
人
病
健
診
（
無
料
）

▼
対
象
如
歳
以
上
の
方

一
一
一
一
一
一
ｌ
「
ｌ
「
剖

■
ｆ
ウ

畑
や
薮
、
荒
れ
地
な
ど
で
、
ヤ
プ

カ
ラ
シ
を
よ
く
見
か
け
る
。

四

〃

Ｌ
■
口
呼
ｒ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｕ
’
８
・
ユ

■

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
時

か
ら
歯
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
誠

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
歯
科
医
師
会
の
協
力
で
歯
科
嚇

演
会
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
（
参
加
無
料
）

▼
日
時
、
月
８
日
（
木
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
妊
婦

▼
内
容
妊
産
婦
と
新
生
児
の
口

腔
衛
生
（
胎
児
の
歯
の
成
長
）

▼
講
師
市
歯
科
医
師
会

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

▼
内
容
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
必
要
に
応
じ
て
心
電

図
、
眼
底
、
血
糖
検
査
も
実
施
。

※
食
事
に
左
右
さ
れ
る
血
液
検
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
空
腹
時
に
お

受
け
く
だ
さ
い
。

◎
子
宮
が
ん
検
診
（
無
料
）

▼
対
象
鋤
歳
以
上
の
方

◎
乳
が
ん
検
診
（
視
診
、
触
診
は

無
料
）

▼
対
象
釦
歳
以
上
の
方

ヤ
ブ
カ
ラ
シ
と
い
う
名
住
地

下
茎
や
地
上
の
つ
る
を
伸
ば
し
て
、

薮
を
枯
ら
す
ほ
ど
繁
茂
す
る
こ
と

か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な

い
庭
な
ど
に
よ
く
は
び
こ
る
の

び
ん
ぽ
う
か
ず
ら

で
、
別
名
を
貧
乏
蔓
と
も
い
う
。

花
は
小
さ
く
、
直
径
が
５
塁
リ
ほ

ど
で
、
緑
色
の
４
枚
の
花
び
ら
は

朝
の
う
ち
に
開
き
、
午
前
中
に
は

妊
婦
の
た
め
の

歯
科
講
演
会

ヤブカラシ 凸

(ぶどう ）科

院
見
学
実
習
２
日
間

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
ナ
ー
ス
バ
ン

ク
垂
０
４
３
（
２
４
７
）
６
３
７
１

ぐ
講
習
会
の
場
所
。
日
程
表

ノ

雄
し
べ
と
共
に
散
る
は
か
な
さ

で
あ
る
。

そ
の
後
は
雌
し
べ
と
だ
い
だ

い
色
の
花
盤
が
残
る
が
、
花
盤

は
蜜
を
出
す
の
で
い
ろ
い
ろ
な

虫
が
訪
れ
る
。

花
後
に
で
き
る
果
実
は
球
形

で
、
熟
す
る
と
黒
色
に
な
る
。

こ
の
草
を
食
べ
る
に
は
若
芽

を
摘
ん
で
あ
く
を
抜
き
、
お
ひ

た
し
、
あ
え
物
、
油
い
た
め
な
ど

に
す
る
と
よ
い
。う

れ
ん
ぽ

ま
た
、
根
は
烏
敏
葎
と
呼
び
、

薬
と
し
て
利
尿
や
鎮
痛
に
用
い

る
。

虫
さ
さ
れ
に
は
、
葉
を
も
ん

で
汁
を
つ
け
る
と
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
お
子
様
連
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

潜
在
看
護
婦

講
習
会1

’10月'2日~'雨

’

蕊
お
済
み
で
す
か
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
に
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
国

入
者
を
対
象
に
短
期
人
間
ド
ッ
会
に
ぜ
ひ
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
保
年
金
課
給
付
係
へ
郵
送
ま
た

ク
事
業
を
行
い
ま
す
。
。
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
受
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
・
饗
用
、

対
象
世
帯
に
は
申
諭
書
を
通
検
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
間
な
ど
に
つ
い
て
は
８
月
１

知
済
み
で
す
が
、
定
員
に
ま
だ
押
印
の
う
え
９
月
究
日
（
金
）
ま
で
日
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月日

10月1日(木）

2日(金）

5日(月）

6日(火）

7日(水）

8日(木）

9

12日(月）

13日(火）

14日(水）

15日(木）

16日(金）

19日(月）

会場

根戸近隣センター

布佐支所
L－

市民会館

第四小学校

西消防署つくし野分署

東我孫子区民会館

保健センター

上新木集

中峠下集会所(午後）

下新木自治会集会所

丸石家具センター

第三小学校

布佐南小学校

保健

10月19日～23,日

10月26日～30日

国保松戸市立病院

船橋市立医療センター

成田赤十字病院

日程 場所

10月5日～9日
千葉大学医学部附属病院

千葉労災病院

葛南病院
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障害を持つ方と一緒に中国料理

を作ってみませんか。

シ日時gR27日(日)午後1時

し場所天王台北近隣センター

し参加費親子で1組1,000円

し定員8組(16名、先着順）

し持参エプロン

ケ申し込み・問い合わせ電話で

社会福祉協議会a(84)1539へ

惨日程・費用11月8日(日)から

9日(月)、39,800円(先着180名）

歩内容秋の山形路芋煮会とリ

ンゴ狩りの旅

し申し込み・問い合わせ電話で

我孫子駅云(82)0343天王台駅壷

(82)6336へ

や
か
毒
や

｜
’

■■

が

ｰ

惨 練習日毎週木曜日午後7時

から9時まで

し場所我孫子中学校体育館

し問い合わせ早乙女壷(82)4874

Z

|｜’むらかみ たく

拓くん
1歳8か月）

ん村上
恥
、
Ｊ

び
り
《

◇

I
［（並木． ■■

国回国国
(木)、11月30日(月)午前9時30分

シ日時9月27日(日)午前9時から午後2時(参加費1回2000円）

我孫子駅南口集合・正午開散し場所天王台北近隣センター

し内容根戸古墳公園・旧武者小惨定員先着30名（エプロン、三

路実篤邸、根戸城吐、北星神社角布、筆記用具持参）我孫子ガスでは平成5年から6

似参加費200円(資料代含む）し申し込み．問い合わせ盛田a年に供給ガスを5Cから13Aに熱

し申し込み・問い合わせ電話で（84)8026※生ゴミ処理も教えます。量変更する計画です。このため現

9月24日までに兵藤壷(82)7211 在ご使用の都市ガス用器具をすべ

て訪問調査させていだだきますの

惨日時･場所9月30日(水)午前10で、ご協力をお願い致します。

惨職名公立高等学校の非常勤講時から午後3時湖北地区公民館陰調査期間平成4年9月16日か

師および臨時的任用養護教諭伝講習曲黒田節（着物着用､扇、ら5年8月まで。
｡■

し責格（勤務形態・報酬）非常勤昼食は持参）、い問い合わせ我孫子ガス(株)熱

’
講師は高等学校教諭普通免許状をし参加費1000円(テキスト代含）量変更実施本部盆(85)3211へ

⑬⑤⑨③．
有する63歳未満の方（当該教科．'申し込み当日会場で受け付け

p

科目の授業だけを担当する時間講し問い合わせ石原盃(82)0161へ

圖 国園 回
師、時給2,430円)臨時的任用養護

教諭は養護教諭普通免許状を有す

る35歳未満の方（終日勤務、定め

▼市民の方(匿名)から手をつなぐ

親の会にと3万円の寄付がありま

’ し日時9月19日(土)午後1時受した。伝巳時9月27日(日)午前10時か

ら （ 車 で の 来 所 はご遠慮下さい）られた給与）け付け、1時30分開 講 ▼ つ く し 野 5 丁 目 有 志 の 方 か ら 福

伝日時・場所10月28日(水)午前

8時30分、市ゲートボール場（つ

つじ荘隣、参加費無料､雨天延期）

陰参加董格市内在住者、1チー

ム7名(監督を含む）

し申,し込み・問い合わせハガキ

にチーム名、代表者の氏名､住所、

電話番号を明記し、9月30日（水）

まで|こ寿1－13－27我孫子市商工

会詮(82)3131へ

教育課人事係電043(223)4035へ通安全協会会員の方▼社会福祉事業基金にと下ヶ戸ア

惨持参運転免許証、交通安全協イアン会様から3万円、朝日生命

会会員証柏支社労働組合様から4万円の寄､

実行委員会盆(87)0831惨募集期間10月10日(祝)まで会云(84)8141へ

’ ’※バザーに出品してくださる方は、惨問い合わせ福田壷(85)1500へ

1⑥水

17木

犀
19土

伝日程10月18日(日)男子B、女

子Cクラス11月8日(日)男子A、

壮年、女子A･Bクラス※A=

上級、B=中級、○＝初級、壮年

＝男45歳以上(参加費1組600円）

し時間・場所午前8時集合、8

時30分開始｛轤館コート（男子

A･B、女子A)及び湖北台コー

ト(女子B･C、壮年）

し責絡市内在住、在勤、在学者

歩申し込み・問い合わせハガキ

に出場クラス、住所、氏名、年齢

電話番号を明記し、10月9日(金、

必着）までに湖北台7－83－201

高田英志琶(87)2725

南
闇
需
囑
冨
涛
需
３
蕊
繊

幽
鰯
ｇ
月
翻
溌

伝期日10月25日(日）

’やｐｈ
画回回国

シ申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキ（1枚で2名まで）に応募者

全員の氏名、住所、年齢、職業、

電話番号r施設見学会希望｣を明記 釧
一
塑

月
一
火

シ対象前回参加者及び関心のあ地域県民センター壷0473(65)3008

る方（参加費無料）

’シ日時9月30日(水)から10月3

日(土)午前10時から午後4時

惨場所市民会館

し内容墨絵・書道・油絵・手あ

み・俳句習作展示

し問い合わせシルバー人材セン

ター霊(88)2200

し問い合わせ柏保健所保健指導
少

課壷(67)1255へ

’ ’
惨日時・場所9月29日(火)午後

1時から4時市民体育館

世曰時9月17日(木)から20日

(日)午前10時から午後5時まで

(最終日は午後4時まで）

し場所幕張メッセ（入場無料）

し内容県内企業、理工系大学、

県試験研究機関など全133機関が

最新の製品・技術を展示、紹介

し問い合わせ（財)県工業技術振

興センター盃043(222)6112へ

琴心配ごと相談＝布佐支所9:00～15:00

28月。市民図憲館休露〃市民体育館休館
置鳥の博物館休館壷つつじ荘休館

29火言誘鰯惑景相曹鑿囎罐着'0名程度
壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

50水＝ｱﾙｺーﾙ家族教臺=天王台湾年館13:30~16:01
〃国民年金保険料納期限＝口座振替日

職
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●
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ぷ
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Ｃ

今
●
●
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●

鳥の博物館から
お知らせ

9月29日(火)は館内殺虫作

業のため臨時休館します。

親子で巣しお中国繩劉室生 我孫子市民号 お座捌車で
赤湯温泉へ

■
か じ お さ き

梶尾咲嬉ちゃん
(東我孫子。1歳7か月）

バドミントン会員

無農薬野菜料理教室生
食の会なのはな

史跡。文学散歩’

平成4年9月1日現在＊世帯数40,372世帯

人口122,572人男61,489人女61,083人

●市役所本庁85-11110市民図書館本館84-1110

●つくし野支所84-8801湖北台分館87-3055
●湖北台支所88-0828布佐分館89-1311

●湖北支所88-2111移動図書館87-0909

●布佐支所89-2358○都市改造事務所85－1171－

●教育委員会85-1151○身体障害者福祉センター88-0141

●水道局84-0111●あらき園88-418 8

● 消 防暑84-0119＠つつじ荘88-0123
●少年センター84-1900。西部福祉センター85-5818

●保健センター87-1131G生活環境課(浄化槽)87-2379

●市民会館84-3311（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●公民館中央82-05150近隣センター布佐南89-3740

湖北地区88-4433 天王台北82-9988根戸83-5363

●烏の博物館85-2212○市民センター寿83-7722湖北

●市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

ガｽ器具の;艫にご協力を

日獺踊一日講習会割I者’
非常勤講師等の登締望者

交通特別講習会参加者社会福祉協議釧売バザー

鵺薪 §ゲーﾄボーﾉ肱会

県立我孫子養護学校PTA
バザー・模擬店 第

作
9回北部地域文化祭

参加者｜
‐

ロロ◇

日曜当番医｡1週間の行事

テレホンサービス冠(85)131；
硬式テニス
(ダブルス） 市民大会

Z⑪⑧
琴日曜当番医＝テレホンサービス

匡壷休日散急歯科診圃日=休日槻急歯科診緬(市民会箆内)9:M~11:30
‘蚕結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00〃家庭の日

Zろ⑳

24木

25金

26土

Z7⑧

唇休日当番医＝テレホンサービス
腫蚕休日糊急園科診覆日=休日散誰科診緬(市監鬮内)9:Ⅱ~11:別

‘壷市民図書館休館〃つつじ荘休館
’

壷鳥の博物館休館

僅雰人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
‘蚕･水道料金納入期限＝預金口座振替日

‘写市役所閉庁(一部の施設は除く）

壷日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日職魚診憲日=休日鴻銅診蛎(市酷館内)98冊-11柵

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
腫蚕腸の博物館休館

＝健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

＝税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

K夛酒害相談＝保健センター9:30～11:30

に夛少年の日

E宝消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

[壷心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

壷市民図書館休館壷烏の博物館休館'一つつじ荘休f

〃法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

施設見学会参加者
講演会rさまざまな死」
医療のなかのメメント･モリ

湖北再発見（第2回）
公民館講座

第5回習作展示会展
新生児･妊産婦訪問指導者

パドﾐﾝﾄﾝ講習会参加者

ワールドテクノフェア
イン千葉’92 野村生涯教育勉強会




